
 

 

千代田区気候非常事態宣言 
～持続可能なまちゼロカーボンちよだに向けて～ 

 

 

近年、大型台風や集中豪雨、記録的な猛暑など、気候変動の影響による

と考えられる異常気象が頻発し、甚大な被害が発生しています。 

本区においても猛暑による熱中症や台風などによる水害のリスクに直

面するなど、区民生活に多大な影響をもたらしています。 

 

これらは、排出され続けている二酸化炭素の増加による地球温暖化の

影響と言われており、今後も気候変動の影響による被害の頻発化、激甚化

が予測され、もはや気候危機というべき非常事態に直面しています。 

 

本区は、我が国の政治・経済の中心地として多くのエネルギーを消費し、

大量の二酸化炭素を排出しています。 

一方で、本区には気候変動について、先進的な技術や知見を有し、主体

的に取り組む企業、団体、人々が多く存在します。 

今こそ、気候非常事態の危機感を共有し、二酸化炭素の排出量を削減し

て地球温暖化をくい止める行動と、気候変動の影響による被害から生命、

財産、生活を守るための取組みを進め、SDGｓが掲げる持続可能な社会

を実現しなければなりません。 

 

本区は、ここに気候非常事態を宣言し、「２０５０ゼロカーボンちよだ」

を掲げ、２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指します。 

そして、皇居を中心に緑と水辺が豊かな都心千代田区を、子どもたちや

さらに未来の人々に引き継いでまいります。 
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